
中
、
高
校
の
卒
業
総
数
は
、
 

千
四
百
五
十
二
人

（中
学
校

一

〇
〇
三
人
、
高
校
四
四
九
人
）
 

中
学
校
は
、
千
三
人
の
う
ち
「
 

進
学
」
が
九
百
五
人

、
 
 
「
就
職
 

」
八
十
九
人
、
 
 
「家
に
残
る
」
 

が
九
人
で
「
進
学
」
が
全
体
の

九
〇
、
二
督
。
高
校
は
、
二
百

五
十
七
人
が
「
就
職
」
し
、
百

二
十
七
人
が
「
進
学
」
し
、
 「
 

j
家
に
残
る
」
が
六
十
五
人
で
、
 

「
就
職
」が
全
体
の
五
七
・
】
一

督
で
首
位
の
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。
と
く
に
、
中
学
校
で
は
 

「
進学
」
が
前
年
度
比
一
一
〇
 

・

七
督
、
高
校
で
は
「
家
に
残

る
」
が
一
二
一
・
八
者
と
な
っ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
 

中
、

高
と

も
製
造

業
関
係

が
最

高

中
、
高
校
の
就
職
者
に
つ
い

て
、
そ
の

「
就
職
先」
を
調
べ

る
と
、
と
も
に
 
「
県外
、
希
望

が
昨
年
同
様
圧
倒
的
に
多
い
。
 

「
職種
」
も
、
昨
年
同
様
製
造

業
が
最
も
多
く
、
以
下
卸
小
売

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
公
共
団
体

建
設
業
、
そ
の
他
、
電
気
、
ガ
 

県外就職が圧倒的 

① （昭和33年9月 10日第3種郵便物認可）  
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な
ん
の
か
ん
の
と
言
っ
て
も
 

田
植
え
が
終
る
と
ほ
っ
と
す
る
 

天
の
災
い
虫
の
害
を
除
き
 

豊
か
な
稔
り
を
祈
る
し
き
た
り
も
 

ま
た
欠
か
せ
ぬ
行
事
の
ー
つ
で
あ
る
 

そ
・
こに
は
米
を
作
る
者
の
安
堵
が
あ
る
 

や
が
て
新
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
 

こ
の
子
ら
の
心
に
も
 

そ
れ
は
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
 

刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
 

早
苗
振
り
の
ご
馳
走
に
あ
ず
か
り
 

今
日
は
格
別
う
れ
し
い
 

ど
こ
か
で
郭
公
の
暗
く
声
が
す
る
 

も
う
新
緑
の
季
節
で
あ
る
 

ま
昌

「
主
昌
？主
三
…
I
王
」
I
ニ
看I
三
一I
昌
？I
三
一
ま
三
三I
昌
『
主
」
看I
昌
？I
三
「I
昌
「I
ニ
看
主
昌
？
主
昌
？I
昌
一I
ニ
一I
」三
多
 

揺
れ
動
く
農
政
の
変
化
を
農
家
の
子
弟
は
い
か
に
み
つ
め
て
い
る
 

く
k
首
首
、
重
ム阿
五
ョコ
つ
頁
ニ
 
身
の
生
徒

は
、
中
学
校
が
五
百
 

ー
‘
i
ニ
 I
l
'
zブ
ー
イ
」

J
f
5’
 
二
」
‘
ノー
、
7
ト
．
．
》
2
」
し
、‘
 

ス
水
道
業
『
運
輸
遅
信
の
脹
と
 

J
一
『H
H「
I

・
巨
ーH
ー
」
一『
 

か
、
市
農
業
委
員
会
は
、
四
十
七
年
度
の
市
内
「
中
学
校
、
高
校
の
 
し
』
『
」
り
」ビ
U

「
「
ー
ー

ー
 

五
十
一
人
（
五四
・
九
督
）
、
 

,l
 
i
l
ョラ
弓I
ノ
コ仁
 
E

一
1
メ工
月
ロ
「r
P

一d
己
一f
 

王F
も
ク
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

に
」
二
 
」
』
一
」

一4
1

】
プ
『：

'
 

卒
業
者
の
動
向
」
 
を
この
ほ
ど
ま
と
め
ま
し
た
が
、
調
査
結
果
で
は
 
‘

し
臥

ソ
ジ
に
F
土
女
 
高
校

が
二
百
五
十
七
人

（
五
七

減
反
政
策
で
農
業
に
対
す
る
魅
力
を
喪
失
し
て
い
る
と
指
摘
、
 「農
 
引
一

zも

n
e
~

H
 

・
一
一
督）
。
中
、
高
校
あ
わ
せ
 

割

れ
劃

数

響
か

和
象
い
「
の
た
か象
加
粉
必
要
『
 

奔
洲
琳
か

賜
i
 

て
八
百八
人
か全
卒業
生
の
五
 

舞
軒

の動
向調
べ中
舞

業総
数は
、
一
一
難轟
』
難

鶏
 

を
耕
作
。
田
植
え
時
は
、
苗
を

運
ん
が
り
、
カ
タ
を
こ
ろ
ば
し

た
。
あ
ぜ
の
草
刈
り
を
手
伝
っ

て
い
ま
で
は
弥
志
雄
さ
ん
の
片

腕
。
 「就
職
も
進
学
も
考
え
な

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
や
り

が
い
あ
る
農
業
を
続
け
て
行
く

」
と
新
一
君
。
 

［
進
学
動句
」
は
一・
前
年
度
 

五
二
割

を
占
め
て
」
加
か
 

新
一

君
の
場
合
 

小
野
新
一
君
（
一
五）
廿
市

内
石
畑
廿
こ
の
春
、
五
一
中
を

卒
業
し
た
。
父
の
弥
志
雄
さ
ん

が
、
ひ
と
り
息
子
に
ク
進
学
を
 

4
と
す
す
め
た
が
首
を
た
て
に

ふ
ら
な
い
。
家
で
は
水
田
二
紛
 

あぜの草刈りをする新一君 



欝
税
、
七
月
に
賦
課
 さ
れ
 

ま
す
 漏電事故防止に点検 

ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。
フ
レ
ン
チ

は
せ
い
ぜ
い
三
十
乃
ほ
ど
の
背

丈
で
す
。
メ
キ
シ
カ
ン
は
、
「
」
 

十
考
に
満
た
な
い
丈
で
す
。
 

前
二
者
は
、
あ
ち
こ
ち
の
庭
 

マ
リ
ゴ
ー

ル
ド
 

（
キ
ク

科

）
 

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
 

花
が
小
輪
で

一
重
の
〈
キ
シ
カ

ン
は
見

る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
。
 

こ
の
花
は
、
ど
れ
も
メ
キ
シ

コ
原
産
で
、
栽
培
観
賞
用
と
し

て
広
が
っ
た
の
は
、
パ
リ
の
フ

ラ
ン
ス
王
の
庭
園
に
入
っ
て
か

ら
で
す
。
 

ョ
ー
ロ
 
ッパ
各
国
に
広
が
り

日
本
に
来
た
の
は
徳
川
時
代
の

は
じ
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ア
フ
リ
カ
ン
を
千
寿
菊
、
フ
レ

ン
チ
を
万
寿
菊
と
和
称
し
て
い

ま
す
o

現
在
花
が
見
ら
れ
る
の

は
フ
レ
ン
チ
…
で
す
。
 

市政ダイャル 
その日の 

行事や予定は 

②
 

東
北
 

電
力
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

は
、
春
の
サ
ー
ビ
ス
高
揚
旬
間

の
六
月
六
日
、
市
内
の
巣
身
と

ね
た
き
り
老
人
の
家
庭
を
訪
問

し
、
屋
内
配
線
な
ど
の
点
検
サ
 

ー
ビ
ス
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
巡
回
し
た
の
は
、
敷

島
町
の
原
田
キ
ク
さ
ん
 
（
八〇
 

）
ら
二
十
五
世
帯
。
二
班
の
巡
 

市
で
は
、
四
十
八
年
度
か
ら

都
市
計
画
事
業
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
新
ら
し
く

「
都
市
計

画
税
」
を
設
け
、
賦
課
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
 

水
利
地
益
税
」
は
、
四
十
七
年

度
限
り
で
廃
止

に
な

り
ま
し
 

た
。
 

・・‘
 

▽
課
税
の
範
囲
は
 

都
市
計
画
法
に
定
め
ら
れ
た

指
定
区
域
と
し
て
、
旧
五
所
川

原
町
地
区
の
土
地
と
家
屋
が
対
 

現
在
、
市
内
の
家
庭
花
だ
ん

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
花
に
は
ア
フ
リ
カ
ン

・
マ
リ

ゴ
ー
ル
ド
、
 フ
レ
ン
チ
・
マ
リ

ゴ
ー
ル
ド
、
 メ
キ
シ
カ
ン
・
マ

リ
ゴ
ー
ル
ド
と
三
つ
の
種
類
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ァ

フ
リ
カ
ン
は
、
背
が
高
く
ー
りM
 

'
 r

 
回
班
は
、
午
前
九
時
か
ら
ホ

ー
 

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
案
内
で
訪
間
し

漏
電
事
故
防
止
の
た
め
配
線
が

老
朽
し
て
い
な
い
か
、
ス
イ
ツ

チ
や
ソ
ケ
 
ッ
ト
な
ど
の
絶
縁
状

態
の
点
検
か
ら
電
気
釜
な
ど
の

電
気
器
具
を
修
理
し
、
お
と
し

よ
り
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

象
に
な
り
ま
す
。
 

▽
課
税
の
標
準
は
 

農
地
と
家
屋
は
、
固
定
資
産
 

税
の
価
格
と
同
じ
で
す
が
、
宅
 

地
な
ど
は
そ
の
評
価
額
が
標
準
 

と
な
り
ま
す
。
 

▽
税
率
は
 

千
分
の
二
で
す
 

▽
納
期
 

固
定
資
産
税
と
同
じ
で
す
。
 

た
だ
し
、
こ
と
し
に
限
り
七
月
 

九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
の
四
 

期
で
七
月
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
同
所
は
、
六
月
八
日
、
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
下

草
の
刈
り
払
い
ゃ
樹
木
の
手
入

れ
作
業
を
奉
仕
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
羽
岡
浩
所
長
以

下
所
員
二
十
人
が
参
加
し
、
セ
 

昭
和
四
十
年
六
月
一
日
公
布

さ
れ

た
法
律

第
一
〇
〇
号

の
 

「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
」
は
、
次
の
条
件

の
該
当
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

在
職
中
の

原
因
で
 

死
 
亡
 
し
 
た
 
方
 

▽
対
象
と
な
る
死
亡
者
の
範

囲
 旧

軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
で

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
の

在
職
中
の
原
因
で
、
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
以
後
に
亡
く
な

っ
た
方
。
 

ン
タ
ー
内
の
遊
歩
道
か
ら
斜
面

に
植
え
ら
れ
て
い
る
ウ
メ
や
サ

ク
ラ
の
木
の
下
草
を
と
っ
た
り

固
形
肥
料
を
与
え
支
柱
を
た
て

直
す
な
ど
、
汗
だ
く
の
奉
仕
に

市
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▽
対
象
に
な
る
遺
族
の
範
囲

と
順
位
 

「
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
」
に
よ
る
弔
慰
金
、
 

年
金
な
ど
の
受
給
者
が
昭
和
四

十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

死
亡
し
て
お
り
、
右
の
権
利
が

す
べ
て
失
権
し
た
場
合
戦
没
者

な
ど
の
葬
祭
を
営
む
者
で
、
そ

の
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
、
配
偶
者
 
②
、
子
 
③

父
、
母
 
④
、
孫
 
⑤
、
祖
父

母
 
⑥
、
兄
弟
、
姉
妹
 

国
債
で
 

交
付
 

さ
 
れ
 
ま
 
す
 

▽
弔
慰
金
の
支
給
額
と
支
給

方
法
 

死
亡
さ
れ
た
方
ひ
と
り
に
つ

き
、
三
万
円
で
、
十
年
以
内
に

償
還
さ
れ
る
記
名
国
債
で
交
付

さ
れ
ま
す
。
 

一
 

屋 

皇 i 	縫J 	" 	
線 	灘．  

黒 	燕 

検議蕪 

 

樹木の手入れも奉仕 

フラワーセンターで 

  

草刈りに励む所員たち 

難

遺
族

に

特
別
弔

慰
金
 

昭
矛
か
十
二
年
 

，
く
・
ニ

回
 
青
森
国
体
を
成
功
さ
せ
よ
う
 

、
 



運転者自身が被害者となる二輪車事故 

旅
行

の
費
用

に
 

十

六
万

円
払
出
 

善
意
銀
行
五
所
川
原
支
店
は

こ
の
ほ
ど
運
営
委
員
会
を
開
き

児
童
館
や
保
育
所
、
小
、
中
学

校
に
通
っ
て
い
る
生
活
保
護
家

庭
の
児
童
、
生
徒
六
十
五
人
に
 

「
修
学
旅
行
費
用
の
一
部
に
」
 

と
総
額
十
六
万
八
千
九
百
円
を

払
い
出
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
、
オ
ー
ト
バ
イ
や

バ
イ
ク
な
ど
の
二
輪
車
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

す
で

に
死
傷
者
 

が
十
七
人
に
 

こ
と
し
五
月
二
十
一
日
現
在

五
所
川
原
警
察
署
管
内
の
二
輪

車
に
よ
る
交
通
事
故
は
十
七
件
 

（
全
体
の
一
八
・
四
督
で
県
平

均
ょ
り
七
・
二
督
増
）
も
発
生

し
、
三
人
が
死
に
十
四
人
が
ケ

ガ
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
般
事
故
は
、
春
の
行
楽
期

を
境
と
し
て
夏
休
み
と
、
秋
の

行
楽
期
に
集
中
的
に
多
発
し
て

い
ま
ち
が
、
二
輪
車
の
事
故
も

ニ
れ
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
』
 
 

ま
す

o
 

中
 

最
近
で
は
、
市
内
の
主
要
国

道
ょ
り
も
県
道
弘
前
ー
五
所
川

原
線
な
ど
郡
部
地
方
道
で
の
」
交

通
事
故
が
非
常
に
ふ
え
て
い
ま
 

す
。
 

負
傷
者
の

大
半
 

は

頭
の
 
ケ
 
ガ
 

二
輪
車
の
場
合
、
無
理
な
運

転
を
す
る
た
め
運
転
者
自
身
が

被
害
者
と
な
る
例
が
多
く
、
加

害
者
と
な
る

事
故
は
ま

れ
で

す
。
 し
か
も
、
負
傷
者
の
ほ
と

ん
ど
は
頭
の
ケ
ガ
で
、
 ヘ
ル
メ

ツ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
た
め

で
す
。
 

！
、
、

・
、、
‘
く
ノ
、
 

鯉
 
各
種
の
届
を
 

国
民
年
金
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
手
続
き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
、
 

加
入
も
れ
と
な
り
、
住
所
が
変

っ
て
も
保
険
料
の
納
入
通
知
書

が
届
か
ず
、
障
害
、
母
子
年
金

な
ど
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
な

が
ら
年
金
を
も
ら
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
国
民
年
金
の
権
利

を
守
る
た
め
、
各
種
届
け
の
手

続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

▽
資
格
取
得
の
届
 

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
会
 

二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は

ヘ
ル
メ
 
ッ
ト
をか
ぶ
る
こ
と
が

法
律
で
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
自
身
を
守
る
た

め
（
ル
メ
 
ッ
ト
をか
ぶ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
 

    

 

生活環境 

/《トロール本部 

住みよい 
環境づくりに 
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一
 

   

社
な
ど
を
退
職
し
九
・
と
き

▽
資
格
喪
失
の
届
 

会
社
な
ど
に
勤
め
て
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
と
き
 

▽
住
所
、
氏
名
変
更
の
届

住
所
が
変
っ
た
と
き
、
ま
た

は
結
婚
な
ど
で
姓
が
変
っ
た
と

き
 ▽

死
亡
の
届
 

加
入
し
て
い
る
方
が
亡
く
な

っ
た
と
き
 

ほ
か
に
、
年
金
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
年
金
裁
定
請

求
書
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
手
続
き
は
、
自
分
自
身
か

家
族
の
方
が
届
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

三， .:. .：・ー d 

ニ輪車の事故ふえる 

鵬
星

発
見
し

た
ら
連

絡
を
 「裂果」症状を起した被害果 

り
ん
ご
の
大

敵
「
黒
星
病
」
 

は
、
早
い
も
の

は
落
花
後
間
も

な
く
発
生
し
、
 

夏
季
の
高
温
時

は
い
っ
た
ん
休

止
し
、
秋
季
に

涼
し
く
な
る
と

新
し
い
病
班
が

再
び
出
始
め
ま

す
。
し
た
が
っ

て
早
い
も
の
は

五
月
一
一
十
日

頃
か
ら
葉
や
果

実
に
見
え
始
め

る
の
で
、
発
生

に
注
意
し
、
み

つ
け
し
だ
い
摘

み
と
っ
て
焼
き

た
だ
ち
に
市
農
 
 

林
課
、
北
農
林
事
務
所
な
ど
の

関
係
機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
 

「
黒
星
病
」
の
見
分
け
方
は

初
期
に
葉
に
周
縁
が
不
鮮
明
で

三
ミ
リ
位
の
黒
縁
色
の
ス
ス
状

の
病
班
が
で
き
、
葉
の
表
と
裏

の
両
側
に
別
々
に
発
生
し
、
反

対
側
に
出
る
こ
と
は
な
い
の
で

表
と
裏
を
観
察
す
る
こ
と
。
 

病
班
の
後
期
の
特
徴
は
、
拡

大
し
て
不
整
形
の
大
き
な
黒
色

の
病
班
と
な
り
、
表
が
ふ
く
れ

あ
が
り
、
裏
は
ひ
っ
こ
み
さ
ら

に
す
す
む
と
被
害
の
部
分
が
破

れ
穴
が
あ
き
ま
す
。
 

送
 
金
は
現
 

金
 

書
 
留
 
で
 

お
金
を
現
金
で
送
る
と
き
は
 
 

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず

現
金
書
留
で
送
る
よ
え
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

普
通
郵
便
に
現
金
を
封
入
し

て
送
る
こ
と
は
違
反
に
な
り
、
 

発
見
さ
れ
る
と
途
中
か
ら
返
送

さ
れ
書
留
料
の
二
倍
の
金
額
を

徴
収
さ
れ
ま
す
。
 

現
金
を
送
る
と
き
は
、
現
金

書
留
斜
」
同
（
一
枚
五
円
）
を
郵

便
局
か
ポ
ス
ト
の
あ
る
お
店
で

お
求
め

に
な
り
必

ず
郵
便

局

の
窓
ロ
に
お
出
し
の
う
え
、
損

害
要
償
額
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
 

万
一
災
害
な
ど
で
届
か
な
い

場
合
は
お
申
し
出
の
額
を
補
償

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

受
領
証
は
た
い
せ
つ
に
保
存
し

て
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 



おしらせ 

感 
小
雨
を

つ
い
て
早
朝
の
田
植
え
 

④
 

1
妊
産
婦
の

検
診

J
 

「ー
は
毎

週
水
曜

日

L
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
、
毎

週
水
曜
日
午
後
一
時
か
ら

（受

付
一
時
ー
ニ
時
）
妊
産
婦
の
健

康
保
持
の
た
め
検
診
を
お
こ
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
「
母
子
保
健
法
第

一

三
条
」
の
規
定
に
も
と
づ
く
も

の
で
す
の
で
、
妊
産
婦
の
方
は

検
診
を
受
け
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

を
生
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

検
診
料
と
し
て
六
十
円
徴
収

さ
れ
ま
す
。
 

▽
梅
毒
検
査
 
無
料
▽
尿
検

査
 
三
十
円
▽
血
圧
測
定
 
十

円
▽
負
血
色
素
 
二
十
円
 

一
ー
福祉
年
金
，

証
ー
一

一ー
書
の
提

出
を
ー
一
 

福
祉
年
金
の
証
書
を
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

市
健
康
年
金
課
、
各
支
所
の
窓

ロ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

証
書
を
提
出
し
ま
せ
ん
と
こ

と
し
の
五
月
か
ら
来
年
四
月
ま

で
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ー

3
0日
か
ら

道

J
 

ー
路

愛
護
運

動

L
 

地
元
民
の
自
主
的
な
奉
仕
活

動
で
行
な
っ
て
い
る
市
の
道
路

愛
護
運
動
は
、
こ
と
し
も
六
月

三
十
日
の
小
曲
を
皮
切
り
に
七

月
三
十

一
日
ま
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
六
月
三
十
日
 
小
曲
▽
七

月
二
日
ー
五
日
 
松
島
▽
九
日

十
日
 
中
川
 

▽
十
一
日
 
毘
沙
門
▽
十
六

日
、
十
七
日
 
三
好
▽
十
八
日

十
九
日
 
飯
詰
▽
二
十
日
ー
一
一

十
三
日
 
栄
▽
二
十
四
日
 
梅
 
 

沢
 
▽
二
十
五

日
ー
二
十
七
日

七
和
▽
二
十
八

日
ー
三
十

一
日

長
橋
 

”
ー
卓
球
教

室
の

J
 

「ー
ご
 
利
用
 
を
ー
 

市
教
育
委
員
会
は
、
市
民
の

体
力
づ
く
り
と
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
め
ざ
し
、
市
民
文
化

会
館
ロ
ビ

ー
に
 
「
市
民卓
球
教

室
」
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
 

開
設
時
間
は
、
毎
日
午
前
九

時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
。
使

用
料
は
不
要
で
す
の
で
ど
な
た

も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

1
市
民
お

は
よ
う

ー
【
 

r
サ
イ
ク
リ
ン

グ
L
 

▽
と
き
 
七
月
一
日
 
（
日）
 

験
 
購

入
者
 

市
で
は
、
新
宮
団
地
に
建
設

中
の
頭
金
の

一
時
払
い
で
住
宅

金
融
公
庫
融
資
付
き

一
般
分
譲

住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し
ま
す

▽
募
集
期
間
 

六
月
二
十
一
日
ー
六
月
三
十

日
 ▽

受
付
場
所
 

、
 

市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
住
宅
係

電
話
⑤
二
一

一
一
番

（
内
線
一
一

七
五
番
）
県
住
宅
供
給
公
社

（
 
 

午
前
六
時
ー
八
時

（
雨
天
次

週
）
 

▽
集
合
 
市
庁
舎
前
「
お
ま

つ
り
広
場
」
 

▽
行
く
先
 
木
造
町
を
訪
ね

て
 （約
一
五
キ
ロ）
 

ど
ん
な
自
転
車
で
も
け
っ
こ

う
で
す
。
原
則
と
し
て
小
学
校

四
年
生
以
上
。
そ
れ
以
下
は
、
 

父
兄
の
同
伴
を

必
要
と
し

ま

す
。
 

】
ー
身
障
者
の
巡
回

j
 

一ー

診
査

と
相

談

L
 

▽
身
体
障
害
者
の
手
帳
交
付

後
こ
れ
ま
で
診
査
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
 

▽
前
回
の
診
査
後
、
障
害
に

変
化
を
感
じ
、
障
害
等
級
の
変
 

を
募
集
 

電
話
青
森
閥

一
六
二
五
番
）
 

▽
募
集
戸
数
 

十
戸
 

▽
住
宅
の
概
要
 

土
地
 
二
百
八
十
平
方
M
(
 

八
五
坪
）
ー
四
百
五
十
平
方
M
 

(
1三
六
坪
）
 

住
宅
 
五
十
三
平
方
M
（
一
 

六
坪
）
，ー
七
十
四
平
方
M
（
一
一
 

二
坪
）
 
（
木
造平
家
建
て
）
 

▽
分
譲
予
定
価
格
 

争
 

更
、
ま
た
は
医
療
の
必
要
が
予

想
さ
れ
る
方
な
ど
 

▽
内
科
 
六
月
二
十
九
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
二
時
 
場
所

五
所
川
原
保
健
所
（
末
広
町
）
 

▽
眼
科
 
七
月
十
六
日
午
前

九
時
ー
午
後
ニ
時
 
場
所
老
人

憩
の
家

（下
平
井
町
）
 

▽
耳
鼻
科
 
七
月
二
十
四
日

午
前
九
時
ー
午
後
二
時
 
場
所

老
人
憩
の
家
 

▽
整
形
外
科
 
七
月
二
十
五

日
午
前
九
時
ー
午
後
二
時
 
場

所
老
人
憩
の
家
 

な
お
、
じ
ん
臓
機
能
の
障
害

も
手
帳
の
交
付
が
で
き
ま
す
の

で
当
日
は
で
き
る
だ
け
資
料
を

ご
持
参
願
い
ま
す
。
内
科
関
係

は
胸
部
x
線
写
真
が
必
要
で
す
 

四
百
万
円
ー
四
百
五
十
万
円
 

▽
財
源
の
内
訳
 

公
庫
借
入
金
 

百
八
十
五
万
円
ー
百
八
十
八
 

万
円
 

自
己
負
担
金
 

二
百
十
万
円
ー
二
百
六
十
万
 

円
 ▽

頭
金
の
納
付
予
定
 

七
月
中
旬
 

▽
住
宅
の
引
渡
 

こ
と
し
十
一
月
 

詳
し
く
は
受
け
付
け
場
所
に
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

団活動のー助に 

繊胃池を開W三LII挺菱 
金山青年団 

青年団活動を盛りあげようと、アシガヤの茂った古いため池

を埋めて開田し、米づくりを始めたグループが市内にあります。 

このグループは、金山青年団（工藤逸勝団長）で、昨年秋部

落の所有で底が浅くなってほとんど使われていない姥ため池 

40アールほどを埋め立てて整地し部落の田植えがほとんど終っ 

餐指5 1h6胃鴨請慧篇獣総篇裁報毒 
） の主婦たち60人も応援にかけつけ、雨にたたられながらも 

1 時間で植え終りました。 

青年団では‘これから自分たちで稲を育て秋には 10 アール 

当り 480 キロ (8俵）の収穫を見込んでおり、団活動の資金 

にあつという。 

で
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